
「月１回、学級通信を発行します」、「定期考査後は席替えをしま
す」など、担任としての1年間の心構えを宣言。約束を守れば生徒
は信頼を寄せてくれます。（福岡県）

「ＨＲは全員が着席し静かになるまで始めない」、「清掃の最後に
机の縦横を必ずそろえる」など、最初にルールを徹底。その後のク
ラス運営も楽しくなるし、生徒も当たり前と感じて生活態度が乱れ
ることが少なくなります。（東京都）

ペアや４人組を作り、長所と短所、趣味や好きなモノについて話し
合わせます。お互いを知り、お互いについて話す経験を共有する
ことが、その後のコミュニケーションの土台になります。（秋田県）

花見をしながら団子を食べるなど、リラックスしてくつろげる行事を
すると、すぐに打ち解けあえるようになります。（山形県）

10cm×10cmの紙に、目標を記入させ、全員分を模造紙に貼って
掲示する。クラスメートの考えを知ることで、互いに自己開示しやす
くなります。目標に限らず、趣味・特技・部活などでもOK。（静岡県）

テーマ：新学期の今、担任としてやっておきたいこと

リクルートサービスを活用した指導実践例

　

総
合
学
科
高
校
で
あ
る
国
際
学
院
高
校

は
、1
学
年
の「
産
業
社
会
と
人
間
」を
将

来
の
生
き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
時
間
と

し
て
重
視
し
て
い
る（
詳
細
は
左
表
）。「
毎

年
改
善
を
重
ね
な
が
ら
内
容
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
が
、今
年
は
リ
ク
ル
ー
ト
の
進
路

教
材
を
軸
に
計
画
を
立
て
直
し
ま
し
た
」と

い
う
進
路
指
導
部
主
任
の
田
中
直
樹
先
生
。

「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」の
活
用
方
法
を
知
り

ア
ド
バ
イ
ス
の
方
針
が
明
確
に

　

以
前
か
ら
1
学
年
の
4
月
に
職
業
や
学

問
の
適
性
を
分
析
す
る「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」を
使

っ
て
き
た
が
、「
診
断
結
果
を
十
分
生
か
し
き

れ
て
い
な
い
」と
い
う
課
題
感
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
今
年
は
リ
ク
ル
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

講
演
会
を
実
施
。
結
果
の
見
方
な
ど
を
聞

き
、さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
決
で
き
た
。

 

「
今
ま
で
、適
職
ラ
ン
キ
ン
グ
で
目
指
し
た

い
職
業
が
低
い
順
位
に
な
っ
た
生
徒
へ
の
指

導
に
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
を
聞

き
、そ
の
場
合
も
適
性
が
な
い
の
で
は
な
く
、

異
色
の
存
在
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
わ
か
り
、私
自
身
が
す
っ
き

り
。以
来
自
信
を
も
っ
て『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』を
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
1
学
年

主
任
の
阿
部
美
智
子
先
生
。

D
V
D
、講
演
な
ど
、す
べ
て

活
用
し
仕
事
の
多
様
さ
を
伝
え
る

　

6
月
に
は
50
人
の
仕
事
人
が
仕
事
の
や

り
が
い
な
ど
を
語
る
本
、『
じ
ぶ
ん
未
来

B
O
O
K
』を
利
用
し
た
。
こ
の
本
は「
配
る

だ
け
」と
い
う
年
も
多
か
っ
た
が
、今
年
は
よ

り
高
い
効
果
を
ね
ら
い
、D
V
D
の
視
聴
と
リ

ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講
演
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト「
未
来
に
近
づ
く
方
法

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
」に
も
取
り
組
み
、

本
を
最
大
限
活
用
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、夏
休
み
に
は
高
校
を
卒

業
し
た
年
か
ら
10
年
分
の
履
歴
書
を
想
像

し
て
書
く「
未
来
の
履
歴
書
」に
取
り
組
ん

だ
。
こ
れ
は
同
校
が
5
年
前
か
ら
実
践
し
て

い
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

 

「
今
年
は
野
球
施
設
の
管
理
人
、バ
ス
ガ
イ

ド
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィー
に
富
ん
だ
職
業
が
あ
が

り
、例
年
以
上
に
仕
事
の
多
様
性
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
阿
部
先
生
。

　

10
月
に
は『
文
理
選
択
・
科
目
選
択
応
援

B
O
O
K
』を
使
い
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト「
文
理・
科

目
選
択
を
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
」に
取
り
組
ん

だ
。悩
ん
で
い
る
生
徒
に
対
し
て
は
、「
Ｒ-

Ｃ
Ａ

Ｐ
」の
診
断
結
果
を
振
り
返
る
よ
う
に
指
示
。

こ
こ
で
も
改
め
て
仕
事
の
多
様
さ
や
将
来
の

可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

生徒数／697人
（男子378人・女子319人）
総合学科23学級
進路状況（2011年度）／
大学・短大進学69.8％、
専各進学21.2％、
就職6.8％、その他2.2％
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本
気
で
悩
み
考
え
さ
せ
る
質
問

だ
か
ら
こ
そ
答
え
る
価
値
が
あ
る

　　

毎
年
1
学
年
の
12
月
に
は
今
ま
で
学
ん

だ
こ
と
の
集
大
成
と
し
て
、将
来
の
夢
と
そ

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を

プ
レ
ゼ
ン
す
る「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
発
表
会
」が

行
わ
れ
る
。今
年
は
そ
の
代
表
者
に
立
候
補

す
る
生
徒
が
例
年
よ
り
か
な
り
多
か
っ
た
。

そ
し
て
ど
の
生
徒
の
発
表
か
ら
も
、「
将
来
に

つ
い
て
み
ん
な
に
聞
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
、素

直
な
喜
び
が
感
じ
ら
れ
、多
く
の
生
徒
が
将

来
へ
の
前
向
き
な
希
望
や
意
欲
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
た
そ
う
だ
。

 

「
今
年
は『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』、『
じ
ぶ
ん
未
来

B
O
O
K
』、『
文
理
選
択
・
科
目
選
択
応
援

B
O
O
K
』の
す
べ
て
に
て
い
ね
い
に
取
り
組

み
、各
教
材
の
つ
な
が
り
、流
れ
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
発
表
会
と
い
う
目
標
に
向
け
て
意
欲

を
高
め
て
い
く
流
れ
を
、生
徒
が
し
っ
か
り
意

識
で
き
た
と
思
い
ま
す
」と
阿
部
先
生
。

 

「
リ
ク
ル
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は『
本
当
に

や
り
た
い
こ
と
は
何
か
』を
問
う
の
で
、時
間

が
か
か
り
、迷
い
や
悩
み
も
生
じ
ま
す
。
で
も

そ
の
意
義
を
信
じ
、教
員
が
生
徒
に
根
気
強

く
向
き
合
っ
た
か
ら
こ
そ
、大
き
な
成
果
が

出
た
年
に
な
り
ま
し
た
」と
田
中
先
生
。

進路指導部主任
田中直樹先生（左）
1学年主任
阿部美智子先生（右）
「自分の意思で行動し、社会的な
責任を果たしながら道を切り開く
力をつけてほしいですね」（田中
先生）。「もし生徒を傷つけてしま
うことがあったら、素直に謝れるよ
うな先生でありたいと思っていま
す」（阿部先生）。

■ 2012年度「産業社会と人間」の
 主な流れ

　小澤先生が「自分らしさ」を教えてもらっ
たのは初任校の広島県立高宮高校だっ
た。全生徒70人あまりの小規模校で、新
人ながら5分掌を担当。なんでも自分でやる
環境で鍛えられた。「それまでの自分は、こう
あるべき、という体裁を言い訳にしていると
ころがありました。でもある先生に『あんたは
自分が思うほど良くも悪くもない』と言われ
てハッとしました。うぬぼれや謙遜を捨て、あ
りのままの自分を受け入れろということかな、
と。以来、肩の力が抜け、自分ができることを
しようという気持ちになりました」。

演劇、バンド、実況中継…
自分が楽しめるアイデアを出す

 「叱るのは苦手。毅然とした指導力のある
先生にはなれない」と笑う小澤先生。なんで
も面白がって楽しんでしまうアイデアと実行
力で、周囲を巻き込む先生だ。
　文化祭では教員による演劇の発起人と
して脚本・監督を務め、教員バンドのボーカ
ルとして熱唱。体育祭では騎馬戦の実況
中継で盛り上げ、LHRでは焼き芋大会…。

次 と々アイデアを繰り出し、周囲を楽しませ
る。「生徒のため、地域のため、というよりは、
すべて自分のためだと思っています。その
結果として自分を必要としてくれる人がいる
ことに感謝しています」。

進路を考える時間も
「経団連会長」としてムード作り

　小澤先生の「面白がり」は、企画・運営を
担当する「総合的な学習の時間」でも発揮
されている。1学年で職業研究を行った際
は、職業観を育てる第一歩として「自分で考
え、動く」という自覚をもたせるために一工
夫。グループごとに会社名を決め、社長、経
理、広報、渉外などの役職をつけた。自身も
「おれは経団連の会長だ！」と称し、会社組
織で働いているような雰囲気を作った。
 「眉間にしわを寄せて進路を悩むのはおか
しい。もっとのびのびと決めてほしいと思っ
ていました。今回の取り組みでそんな雰囲
気が生まれつつあります」。今後も唯一無
二の存在として、学校を笑いで満たす先生
でありたい、と思っている。

今回は「ありのままの自分で勝負できる小規模校こそ、自分を生かせる場所」と
広島の県北エリアに根をおろした小澤圭介先生を紹介します。

ひとことでいえば「何でもできる熱血教師」。学校行事で先頭に立ち盛り
上げる姿は、まるで生徒の模範となって楽しみ方を教えているよう。常に
アイデアを繰り出すので次は何かなと期待します。学級通信や保護者
日誌をコツコツ続ける一面もあります。（2学年主任・錦織恵子先生より）

小澤先生が新人時代から続けている「保護者日
誌」。保護者がわが子についてコメントし、先生が返
事を書いたうえで次の保護者に回す。先生の熱いコ
メントが1ページを超えることもしばしば。その熱意が
伝わるのか、日誌は1年間に何回も巡回し、保護者と
の連携や信頼関係が深まる。

Ｒ-ＣＡＰ

香川県立高松高校出身広島大学理学部数学科
卒。初任校の県立高宮高校（現在廃校）で県北地
域の小規模校に魅力を感じ、以来三次高校を経て
2007年より現任校と一貫して県北エリアで勤務。
現在2学年の担任と総合学習担当。サッカー部・軽
音楽同好会顧問。

ⓒ土井ラブ平

クラスの係づくり。係の種類や分担は生徒が決めます。毎日一枚クラ
スの様子を写真におさめてアルバムを作る「記録係」などが生まれま
した。「学習環境を良くするために、集団の中で何ができるのか」を考
える好機になっています。（茨城県）

「『産業社会と人間』の時間をキャリア教育に最大限活用できるの
は総合学科の大きなメリット」と田中先生。生徒も毎週2時間、必ず
進路や将来についてじっくり考える癖がついているという。

WEBサイトには紙面に載りきらなかったヒントも掲載
"キャリアガイダンス.net" ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

代表発表会ではパワーポイントでの資料作成やプレゼン指導も行
われる。この生徒はある鉄道会社への入社希望をもっており、夏休
みに企業訪問して取材した入社試験や入社後の仕事内容などを
発表。会社から借りた帽子をかぶりアナウンスを実況するなど、工夫
をこらしたプレゼンだった。

■ 「ライフプラン発表会」の様子

4月 入学時の進路希望・意識調査

5月 Ｒ－ＣＡＰ実施、リクルートスタッフによる講演会

6月
『じぶん未来BOOK』、DVD視聴、リクルートスタ
ッフによる『じぶん未来講演』、ワークシート実施、
自分史作成、「未来の履歴書」作成開始

７～8月 夏休み課題「未来の履歴書」作成

9月 文化祭にて「未来の履歴書」展示・発表

10月 大学訪問、事業所（東京証券取引所、日本銀
行、JAL機体整備工場など）訪問

10月～ ライフプラン作成

11月 ライフプランのクラス内発表

1２月 ライフプランの代表者発表会

広島県立庄原格致高校

小澤圭介先生（39歳）

進路指導、私の工夫

人間関係ができ始めたところで、仲良しグループごとに面談します。
グループ単位だと生徒は緊張せず自由に話すことができ、本音を聞
けます。個人面談を希望する生徒には個別で対応します。（東京都）


